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板倉ふるさと環境保全協議会 
 

農事組合と合同研修会を実施！ 

 平成２２年２月２８日、板倉農事組合・板倉ふるさと環境保全協議

会による合同研修会を板倉公民館で実施いたしました。 

農業の後継者が不足する中、今後の農業スタイルの一考とされる

「集落営農」について、福島県県南農政事務所竹内課長を講師にご講

演をいただきました。また、鈴木和夫白河市長をお迎えし、「市の農

業施策振興について」ご講演、市長の農業施策等の考えを伺いました。 

車田母畑土地改良区理事長、小松東自治区長、白岩しらかわ農協東

支所長、鈴木市農政課長もご来賓としてご臨席を賜りました。 

 研修会終了後、遊休農地活で収穫した「そば試食会」を実施し、製

麺したそば粉は全部無くなるほどの大好評でした。 

 

 

 

 

 

 

雑草畑が、 蕎麦のじゅうたんに変わ

ったよ！ 

公民館・屯所脇の休耕畑に所有者有賀悌三氏のご協力のもと、

蕎麦の種を８月１日に播種。１１月に刈り取りを実施しました。  

同地入口には木製の看板を設置。板倉ふるさと農園と命名しま

した。また、道路脇には、サルビア、マリーゴールドなどの花

を植えこみました。 

 

 

 

板倉堰水路の補修を実施 

 大雨の際、水路から大量の水が氾濫していた堰下地内（通

称：横手）に回転式ゲートが据え付けられました。 

これは、市改良区からの資材の直接提供により、農地・水の施

設の修繕費を活用して設置いたしました。これまでの木製板か

らすれば数倍の操作が容易となりました。 

「タニッシー」です！ 

みなさんよろしくね。 

本紙、左上のマスコットキャラ

クター「タニッシー」は、福島県

農地・水・環境保全向上対策地域

協議会が「農地・水・環境保全向

上対策事業の啓蒙・推進」と「農

地や農村地域の自然環境」につい

て感心や親しみをもっていただ

けるようにと作成しました。 

板倉ふるさと環境保全協議会

でも、このマスコットキャラクタ

ーをいろいろな場面で積極的に

活用していきたいとおもいます。 

 

未来の担い手！ 
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今春１年生。算数が好きで興味津々

の様子。 

家ではゲームに夢中。 

弟颯汰くんにやさしいお姉ちゃん

です。 

家族構成：父、勝次さん 母、美奈

さん 弟、颯汰くん 祖父、春次さん 

祖母 セイ子さん 

平成２１年度第３回総会  

６月５日（土）に開催！ 午後６時３０分 板倉公民館 

地区の子どもたちと 

鈴木市長のご講演 

市より支給されたゲート 



 

 

 
△ ４月５日、作業前のミーティング。（今日も怪我のないよ

うかんばりましょう） 

 

 
△６月２７日公民館脇植栽（また、１カ所綺麗になったね。） 

 

△ ２月８日東北農政局抽出検査（きちんと整理されてます

ね。・・お褒めの言葉をいただきました。） 

 

 

 
△ ４月５日、年度当初恒例の板倉堰水路泥上（今年も泥だら

け。「水路脇こんなに穴が開いちゃってるよ。直さないといけ

ないねえ。」） 

 
△８月１日そばの種を蒔きました。みんなで食べれるね。 

 
△ ３月板倉公民館東側に農地水用備品等収納プレハブを購入

しました。ゴミ袋、移植ベラ、草刈り機など収納しておりま

す。 

 その他にも、農道路肩の除草、池の水質調査、など・・・数多くの活動を実施することができました。 

地域内の構成員の皆さんありがとうございました。感謝申し上げます。今年は活動４年目(残り２年)です。平成２２年度

も実りある活動ができますようにご協力お願いします。   役員一同 

わたしたち、昨年こんな活動を実施しました。 


